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3 年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査（４月２３日実施）の結果につきまして、分析・検証

しましたのでご報告します。（個人票は 1 学期中に生徒に返却済です。） 

 

＜各教科正答率＞  

 国語 数学 英語 

本校 ◎ ◎ ◎ 

全体的な傾向を見ると、国語・数学・英語のいずれの教科においても、全国平均および県平均を大きく

上回る結果となっており、基礎的な学力がしっかりと身についているものと考えられます。また、探究的な

課題にも十分対応できるだけの力が身についている様子がうかがえます。さらに、無回答率についてはす

べての教科で低い水準にとどまっており、最後まであきらめずに粘り強く問題に取り組む姿勢が定着して

いると推測されます。 

 

１．学習状況についての特徴と今後の取り組みについて 

□国語に関しては、すべての領域で平均正当数・平均正答率が全国・県平均を上回っています。知識・

技能、思考・判断・表現どちらの観点もバランスよく定着しています。定期的に漢字テストを行っているこ

とや、授業内で根拠を明確にして考えること、自分の意見を論理的に文章立てて表現することを意識して

取り組んでいる成果かと思われます。しかし、自分の考えや根拠を明確にして記述する問題や、表現を工

夫・改善する問題にはさらなる向上の余地があります。今後は、既習の知識を利用して、思考を深める発

展的な課題や記述問題への指導を充実させつつ、目的や相手を意識した文章作成や推敲活動を充実さ

せ、記述力・表現力の一層の育成を図っていきます。 

 

□数学に関して、平均正答率は、三重県・全国を大きく上回り、問題別でも 16 問中 10 問で県・全国

を 10 ポイント以上上回っています。特に図形の性質を用いて説明する問題や文字を用いて事柄が成り

立つ理由を説明する問題では県や全国を大幅に上回るなど、全体的に高い正答率を示しており、基礎的

な知識・技能が定着していると思われます。一方、「データの活用」に関する問題では正答率が相対的に

低く、資料やデータを根拠に説明する力の育成が課題です。今後も引き続き、基礎・基本の定着を継続す

るとともに、説明や証明を求める問題において、問題解決の過程を「何が分かっているか」「何を使うか」

「なぜそう言えるか」の順に整理して考える活動を取り入れ、説明する力の向上を図っていきます。 
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「◎」：全国平均を上回っている 「○」：同じ程度 「△」：下回っている 

 

～「未来で生きる『人間力』の育成」～ 

 



□英語に関して、平均正答率は県・全国を上回り、全体として基礎的・基本的な知識・技能の定着が見

られます。「聞くこと」や「読むこと」の選択式問題では、多くの設問で高い正答率が見られ、基礎的な力は

身に付いています。一方、自分の考えや理由を英語で表現する「書くこと」や「話すこと」に課題が見られま

す。引き続き音読やリスニング活動を継続するとともに、聞いたことや読んだことをもとに自分の考えを話

したり書いたりする活動を充実させ、４技能を関連付けた言語活動を推進していきます。 

 

２．生徒質問紙から見られる未来で生きる「人間力」の育成に関わる生徒の実態について 

現在、変化に富み多様な社会に生きる子ども達が、将来、持続可能な社会の

創り手となり、課題解決などを通じて、社会を維持・発展させていくことが求め

られています。また、朝日町の児童・生徒は、安心できる地域・家庭のもと、点数

に表される学力は高く、言われたことを真面目にやり遂げることができるもの

の、主体性や、困難な壁に出会ったときに自分で解決しようとする力の弱さが心

配されてきました。そこで、町として１５年の育ちを見つめ、「豊かな人間力」の育

成に取り組んでいます。「人間力」は、点数に表れる学力（認知能力）に対して、点数に表せない「非認知能

力」（自己肯定感、意欲、協調性、責任感、コミュニケーション力、粘り強さなど）と同じと考えています。「認

知能力」を伸ばしても、この「非認知能力」を伸ばすことは難しいですが、「非認知能力」を伸ばすことが

「認知能力」を伸ばすことになると言われています。そして、幼児期から学童期にかけて学校での活動や

家庭での家族の関わり合いの中で育てていくとよいとされています。また、経済先進諸国では、経済的な

豊かさや健康までを含めて幸福や生きがいをとらえる「ウェルビーイング」の考え方が重視されてきてお

り、自己肯定感や幸福感などがその要素として挙げられ、教育を通して「ウェルビーイングの向上」を図っ

ていくことが求められています。三重県では「一人ひとりの自己肯定感を涵養する教育の推進」を教育ビ

ジョンの第一に挙げています。今回も、この「ウェルビーイングの向上」（豊かな人間力の育成）に関わる観

点で「生徒質問紙」を分析し、今後どのように取り組むかについて以下にお知らせします。 

〇学校での人間力向上の取組の成果について 

昨年度と比較し、ウェルビーイングにつながる各項目半分ほどが全国平均を上回りました。しかしなが

ら、多様性への理解や社会貢献、自己実現に関しては、改善の余地があります。現状の指導方針やウェル

ビーイングの向上を目指した研修を検証し、本音が語れる学級経営や本気になれる学校行事・課外活

動、キャリア教育を含め、全教科で焦点化し、授業改善をすすめていきます。 

  

〇今後の取組について 

ウェルビーイングの向上については、学習者主体の授業デザインをテーマに更なる授業改善を重ね、学

力向上と幸福感を両立できる授業づくりを目指していきます。また、自己肯定感については今後も向上し

ていくよう、教職員の指導力向上を含め、研修を重ねていきます。具体的には、本質に迫る授業実践を積

み重ねつつ、「楽しく、主体的・対話的で深い学び」となる授業づくりとその改善に取り組んでいきます。 

将来の夢や目標を持つこと等キャリア教育については、今までの実践を地域に広げ、より向上していき

ます。さらに自分らしい生き方実現に向け、本物に触れる社会体験活動をより一層充実させていきます。 

今後は、生成 AI を授業等で効果的に活用し、生徒のモチベーション向上や思考力・問題解決力の育

成を図るとともに、アナログな学びとの融合を図り、未来で生きる「人間力」の育成に努めていきます。 

 


